
麒麟のまち圏域学生・若手社会人交流事業について 

１．経緯 

鳥取市では、「人口戦略会議」の消滅可能性自治体の発表を受けて、令和６年６月、

若者目線での施策立案を図るため「若手職員によるプロジェクトチーム」を立ち上げ、

同年１１月には同チームから政策提案「地元大学生の定着による社会動態の改善～学

生とまちの人が交わるまち鳥取市の構築による学生の定着促進～」を受けました。 

 この提案を踏まえ、令和７年度は下記のとおり事業を実施しました。 

２．令和７年度開催実績 

（１）事業の目的 

就職等を機に県外へ転出する学生が多い一方で、地域の社会人と接点のある学生は

地域に定着している事例が県内にあります。そのような学生を増やすため、鳥取市内

で麒麟のまち圏域の学生と若手社会人が参加するゆる～く気軽な交流会を開催し、鳥

取市をはじめ、麒麟のまち圏域の若者定着を促進します。 

（２）事業の内容 

イベント名：「となりの社会人 ～ゆるっと交流会～」  

目的 

①学生と若手社会人がつながる機会をつくり、鳥取市をはじめ、

麒麟のまち圏域の若者定着を促進します。 

②鳥取市内に、将来的に学生と若手社会人がゆる～く気軽に交流

できる常設の場をつくることを検討する上での参考とします。 

場所 鳥取市中心市街地（マーチングビル（鳥取市栄町６２７）） 

対象者 
①麒麟のまち圏域在住（通学含む）の学生（大学生、専門学生） 

②麒麟のまち圏域在住（通勤含む）の２０～３０代の若手社会人 

募集人数 ２０名程度（学生１０名、社会人１０名） 

開催内容 

＜第１回＞ 

日 時 令和７年７月５日（土）１７：３０～１９：００ 

（懇親会（任意参加）１９：００～） 

参加者 ・若手社会人５名（鳥取市４名、智頭町１名） 

・学生１０名（大学生９名、大学院生１名）  計１５名

内 容 ・４～５名のグループを４つ形成。 

・アイスブレイク：「＃自己紹介」 

…Ａ４の紙に自分を形成するキーワード８つを記載。

その用紙を基に自己紹介・他者からの質問に答える。

・グループワーク 

…学生⇒社会人への質問、社会人⇒学生への質問。 

  それぞれに対し、聞いてみたいことを聞いてみる。 

麒麟のまち創生戦略会議 

令和８年２月２日 

担当課 鳥取市政策企画課 
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＜第２回＞ 

日 時 令和７年１０月２５日（土）１７：３０～１９：００ 

（懇親会（任意参加）１９：００～） 

参加者 ・若手社会人５名 

（八頭町１名、智頭町１名、若桜町１名、香美町２名）

・学生８名（大学生８名）         計１３名 

内 容 ・４～５名のグループを４つ形成。 

・アイスブレイク 

…簡単な自己紹介後、カードゲーム（とっとりかるた）。

・グループワーク① 

…若手社会人の１日（オン・オフ）の紹介後、学生と若

手社会人でフリートーク 

・グループワーク② 

…若手社会人の学生時代の紹介後、フリートーク 

参加者アン

ケート 

＜第１回交流会 参加者アンケートより＞ 

【学生の主な意見】 

・他大学や社会人の方と関わる機会は、これまで無かったのでとて

も楽しかった。また、年齢の壁を気にせず気軽に話せる雰囲気が

とてもよかった。 

・鳥取暮らしの良さを感じることができた。 

・地元社会人の話を聞いて、働く実感が湧いた。 

【社会人の主な意見】 

・学生とフラットな目線で話せて大変参考となった。 

・学生の就活の軸や今の悩みを知ることができたので良かった。 

企画満足度（学生）
圏域での生活への

興味関心（学生） 
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３.令和８年度の事業案について

＜学生と若手社会人の交流会＞  

目的 

学生が麒麟のまち圏域での就職や暮らしへの関心を持つ機会を

創出することで、麒麟のまち圏域内の企業への就職につなげ、鳥取

市をはじめ、麒麟のまち圏域全体での若者定着を図ります。 

開催回数 ６回（予定） 

場所 鳥取市中心市街地 

対象者 
① 麒麟のまち圏域在住（通学含む）の学生（大学生、専門学生） 

② 麒麟のまち圏域在住（通勤含む）の２０～３０代の若手社会人 

内容 

学生と若手社会人が自由に交流を行う交流会を開催します。 

＜参加者のメリット＞ 

学生 ・若手社会人の話を聞くことによって、麒麟のまち

圏域での暮らしや就職を考える上でのヒントを

得る機会となります。 

若手社会人 ・学生の話を聞くことによって、学生の考え方や生

活の様子を知ることができ、採用試験やビジネ

スなどの学生に対する取組の充実につなげる機

会となります。 

その他 

交流会の参加者募集や運営は、事業者へ委託します。 

※財源に、地域未来交付金（地域未来推進型）（※旧第２世代交付金）

を活用予定 
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